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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

3 0

3 0

番 番

No. 号 号 No.

分 1 年 20 1 1 年 分

分 2 年 2 2 1 年 分

分 1 年 5 5 1 年 分

分 2 年 17 12 1 年 68 分

分 1 年 25 15 1 年 分

分 2 年 6 7 1 年 分

分 2 年 8 10 1 年 分

分 1 年 21 11 1 年 分

分 1 年 24 16 2 年 54 分

分 1 年 9 8 1 年 分

分 2 年 11 9 1 年 分

分 2 年 1 3 1 年 分 12

17 分 2 年 3 4 1 年 分

分 1 年 7 6 1 年 分

21 分 2 年 18 14 1 年 分 16

分 2 年 10 年 分

24 分 2 年 13 年 分

8 分 2 年 15 年 分

分 1 年 23 年 分

分 2 年 19 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 8 1 － 0

分 8 2 － 0

分 11 3 － 0

分 9 4 － 0

分 18 5 － 0

分 9 6 － 0

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 

平成２９年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 女子の部 決  勝 14

日  時 2018 2 4 11 00 キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

天  候 晴れ 風 強風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原  弘樹 会場主任 平家  義久 記  録 正徳  篤樹 浅野  慎太 観 衆 134

主  審 的崎　睦子 副審１ 藤  真悠子 副審２ 畑中 あずさ 第４の審判員 吉永  真理

 チーム名

6

前半

0

 チーム名 kick off

日ノ本学園高校 後半 兵庫県播磨高校

○×  先 PK戦 先  ○×

延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 釜坂     慧小笠原 梨紗 GK

DF 田中　夏海2 矢野　莉恩 DF

DF 今西　夏菜渡邊　那奈 DF

DF 氣田　萌子平　佳菜恵 DF

DF 西本 杏美香1 中野　花菜 DF

FW 中島　風花川名 みのり MF

MF 吉岡 こころ1 2** 平田 ひなの MF

MF 藤生　菜摘1 上田　佳奈 MF

FW 木南　彩希木村　日咲 FW

FW 大西　絢菜 13** 平井　杏幸 MF

FW 長井　佐浦 11* 髙橋     雛 MF

DF 馬場 日奈里梅村　真央 GK

DF 池澤　のあ川本   　和 DF

FW 片山　亜海川畑  彩夢 MF

FW 三島　彩伽2* 菅　之々花 DF

澁川　鈴菜 MF

3 久永　望生 MF

2 田尻　沙妃 MF

武田　恵実 MF

中村 美早紀 FW

警・退 氏　　名 事 由

18 15 3

前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

5 2 3 Ｇ Ｋ

シュート 1 1 2

0 06 4 2 Ｃ Ｋ 0

1 1 2

2 1 1

1 直接ＦＫ 4 2 65 4

0 0 0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 3 0 3

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 0

得

点

経

過

6 日ノ本 平田 中央 ⑪

8 日ノ本 平田 右

→ 中央 ⑧ S

22 日ノ本 高橋 中央 ㉑ ∩ 中央 ⑰ →

⑥ ∩ 中央 ⑧ ～ S

65 日ノ本 平井 中央 ② → 中央 ⑪

中央 ⑪ S

66 日ノ本 菅 右 ⑮

→ 中央 ⑨ ～ S

～ → 中央 ⑱ S

中央 ⑨ ～ S68 日ノ本 平井 中央 ⑱ →

[備 考]

(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部

戦評者 所 属 北摂三田 氏 名 伊窪  正輝

  日ノ本4-4-2、播磨4-1-4-1でスタート。立ち上がりから縦への速い攻撃で主導権を握ろうとする日ノ本に対し、播磨は守備ブロックを形
成し、カウンターから⑨長井を起点にチャンスを狙う。6分、中央⑪髙橋のパスから⑧平田が抜け出しシュート、DFがクリアしきれず日ノ本
が先制。8分には、右サイド⑥川名のクロスから⑧平田がゴールを奪い追加点。2点を失った播磨は、前線からのプレスで高い位置からボール
を奪ってチャンスを作ろうとするが、22分、日ノ本はバイタルエリアに侵入してきた⑰平から⑪髙橋がパスを受け3点目を奪い、3-0で折り
返す。後半に入ると、日ノ本はピッチを広く使い、両サイドバックも積極的に攻撃に参加して、サイドからペナルティエリア内に侵入しチャ
ンスをつくる。播磨もカウンターからチャンスをつくろうとするが、決定的なシュートまではいけない。時間が経過するにつれて、播磨に疲
れが見えてくると、日ノ本が中央のスペースを有効に使い、65分、66分、68分と立て続けに得点を重ね勝利をおさめた。日ノ本の個人技と
パスワークが光ったが、播磨も最後まであきらめずにゴールを狙い続けていた。１年生主体の播磨と、再び全国制覇を目指す日ノ本、両校の
今後の戦いぶりに期待したい。

戦

評


